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 要  旨 
身体の内部の様子を示した断層画像は医療分野を含めて様々な分野で非破壊的な検査手法とし
て応用されているが，X 線 CT 画像（X-ray Computed Tomography image）や PET 画像
（Positron Emission Tomography image）などの取得において，被曝が問題になることがあり，
より低侵襲なものが望ましいとされる． 
低侵襲な観測方法を仮定した場合，観測データから断層画像を再構成すると，観測ノイズから
発生するアーチファクトにより，断層画像の画質が劣化する．このアーチファクトを防ぐための
対策として何らかのノイズを補償する機構を考える必要がある．補償を行うにあたって 2 つのア
プローチが考えられる．1 つは再構成の過程にアーチファクトを考慮した機構を組み込むことが
考えられる．一方，2 つ目は断層画像に対して直接，画像修復を行い，直接的にアーチファクト
を低減させるアプローチも考えられる．本研究は後者の立場に着目した． 
画像修復法には確率的画像処理を用いた．確率的画像処理を用いた画像修復法は事後分布の期
待値計算によって，修復画像を得る．従って，確率モデルを定義することと統計量計算が重要と
なる．確率モデルには画像の性質を表す事前分布と画像がどのように劣化したかを表す劣化過程
を記述し，事前分布にガウスマルコフ確率場，劣化過程には加法性ガウスノイズを導入した．確
率モデルの統計量計算には人工知能で確率を用いた推論機構の計算技法として発展した確率伝播
法（Loopy Belief Propagation；LBP ）を用いた．これより，確率モデルにおいて統計量計算を
行い画像修復を行った． さらに，確率モデルのパラメータの推定を周辺尤度最大化により行った． 
 本研究では断層画像取得における問題を考慮し，低侵襲な観測方法を仮定した場合の観測デー
タから画質の良い断層画像を取得することを目的とした．そのうえで，断層画像に対して直接，
画像修復を行うアプローチである提案手法の性能を評価するとともに，他のアプローチである再
構成過程に修復をかける従来手法との比較検討を行った．計算機実験において，提案手法は画像
修復が行え，他のアプローチとの比較において画質の向上を示すことができた． 
 
 
 
